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は
じ
め
に

四
世
鶴
屋
南
北
（
以
下
南
北
）
の
作
劇
論
を
論
じ
る
時
、
常
に
言

及
さ
れ
る
の
が
、「
綯
い
交
ぜ
」
で
あ
る
。「
綯
い
交
ぜ
」
は
、
複
数

の
「
世
界
」
を
混
合
し
て
新
し
い
作
品
を
作
る
作
劇
法
を
指
す
。
し

か
し
例
え
ば
、
忠
臣
蔵
の
「
世
界
」
に
、
お
岩
、
木
幡
小
平
次
、
直

助
権
兵
衛
の
「
趣
向
」
を
取
り
入
れ
た
『
東と
う
か
い
ど
う

海
道
四よ
つ
や谷

怪か
い
だ
ん談

』（
文

政
八
年
〈
一
八
二
五
〉
七
月
、
中
村
座
）
は
、
普
通
は
「
綯
い
交
ぜ
」

に
な
っ
た
作
品
と
は
言
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
お
岩
・
木

幡
小
平
次
・
直
助
権
兵
衛
の
筋
が
「
趣
向
」
と
分
類
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
郡
司
正
勝
の
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』（
新
潮
社
、
一

九
八
一
年
）
の
解
説
に
は
、「
世
界
を
〈
忠
臣
蔵
〉
に
借
り
て
、
三
つ

の
筋
を
綯
い
交
ぜ
に
仕
組
ん
だ
も
の
」
と
あ
る
し
、
渡
辺
保
の
『
歌

舞
伎
の
こ
と
ば
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
に
も
「
現
に
〈
四

谷
怪
談
〉
も
、〈
忠
臣
蔵
〉
と
南
北
自
身
の
書
い
た
〈
阿お

国く
に

御ご

前ぜ
ん

化け
し
ょ
う
の
す
が
た
み

粧
鏡
〉
と
い
う
怪
談
の
綯
い
交
ぜ
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
」

と
あ
る
よ
う
に
、『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
を
「
綯
い
交
ぜ
」
に
な
っ
た

作
品
と
見
な
す
立
場
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
綯
い
交
ぜ
」
と
い
う

言
葉
の
定
義
は
不
分
明
な
点
が
多
い
。
そ
し
て
管
見
の
限
り
、
複
数

の
「
世
界
」
を
混
合
し
て
新
し
い
作
品
を
作
る
と
い
う
意
味
の
「
綯

い
交
ぜ
」
の
用
例
は
、
南
北
が
活
躍
し
た
文
化
文
政
期
以
前
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
以
後
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
「
綯
い
交
ぜ
」
の
辞
書
的
な
意
味
を
確

認
し
た
上
、『
彩い
ろ
え
い
り
お
と
ぎ
ぞ
う
し

入
御
伽
艸
』（
文
化
五
年
六
月
、
河
原
崎
座
）
と

『
隅す
み
だ
が
わ
は
な
の
ご
し
ょ
ぞ
め

田
川
花
御
所
染
』（
文
化
十
一
年
〈
一
八
一
四
〉
三
月
、
市
村
座
）
の

「
綯
い
交
ぜ
」
に
な
っ
た
作
品
の
筋
の
構
成
を
分
析
し
、
南
北
が
い

南
北
の
「
世
界
」
の
利
用
と
「
綯
い
交
ぜ
」

片　
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わ
ゆ
る
「
世
界
」
を
細
か
く
分
解
し
そ
れ
を
並
べ
る
作
劇
法
を
と
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
。

一　

綯
い
交
ぜ
・
訳は
め
も
の文

・
テ
レ
コ

一
般
的
に
「
綯
い
交
ぜ
」
の
意
味
は
、「
二
つ
以
上
の
異
な
る
〈
世

界
〉
の
筋
を
か
ら
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
狂
言
を
作
る
こ
と
」（
三
浦

広
子
述
『
改
訂
増
補
版　

歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
傍
線
は

筆
者
、以
下
同
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、浦
山
政
雄
の
「
綯
交
ぜ
と
世
界
」

（『
芸
能
の
科
学 

５
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）
に
お
け

る
綯
い
交
ぜ
の
説
明
、「
二
つ
の
世
界
が
一
向
に
融
合
せ
ず
別
々
に
進

行
し
、〈
テ
レ
コ
〉
と
称
さ
れ
る
方
法
で
、
両
者
が
一
幕
ご
と
に
交
互

に
上
演
さ
れ
る
も
の
も
、〈
綯
交
ぜ
〉と
称
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

〈
綯
交
ぜ
〉
と
い
う
か
ら
に
は
、
や
は
り
二
つ
以
上
の
世
界
が
互
い

に
か
ら
み
合
い
、
一
つ
に
融
合
す
る
こ
と
も
要
件
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
」
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
。
要
す
る
に
「
綯
い
交
ぜ
」
は
、

二
つ
以
上
の
「
世
界
」
が
一
つ
に
融
合
す
る
の
が
大
前
提
に
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
今
日
歌
舞
伎
の
用
語
と
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る

「
綯
い
交
ぜ
」と
い
う
言
葉
は
、江
戸
時
代
の
用
例
が
見
い
だ
せ
な
い
。

例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
二
年
）

の
「
綯
い
交
ぜ
」
の
用
例
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
東

京
朝
日
新
聞
の
「
名
優
団
十
郎
の
死
」
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
九
代

目
市
川
団
十
郎
の
略
歴
の
一
文
に
使
わ
れ
た
の
が
最
も
古
い
。
団
十

郎
の
初
舞
台
の
記
述
に
「（
天
保
…
筆
者
注
）
十
四
年
六
月
河
原
崎
座

の
舞
台
開
き
に
長
十
郎
年と
し
は
じ甫

め
て
六
歳
に
し
て
千
歳ざ
い

の
役
を
勤
め
し

が
此
時
の
狂
言
は
菅
原
と
忠
臣
蔵
の
綯な
へ
ま
ぜ交
に
て
一
座
は
三
世
菊
五
郎

（
略
）」
と
あ
る
。
し
か
し
河
原
崎
座
が
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
『
菅

原
伝
授
手
習
鑑
』
を
舞
台
に
掛
け
た
の
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究

室
蔵
役
割
番
付
に
よ
る
と
天
保
十
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同

番
付
の
口
上
に
は
、「
古
め
か
し
く
は
御
座
候
得
共
菅
原
忠
臣
蔵
の
二

組
を
一
日
ニ
組
合
せ
大
序
よ
り
天
拝
山
迄
大
道
具
ニ
仕
奉
入
御
覧
候
」

と
あ
り
、同
狂
言
の
絵
本
番
付
の
場
割
は
、「
鶴
ヶ
岡
」（
忠
臣
蔵
）、「
加

茂
堤
」（
菅
原
）、「
桃
井
屋
舗
」（
忠
臣
蔵
）、「
伝
授
」（
菅
原
）、「
足
利
御

殿
」（
忠
臣
蔵
）、「
道
明
寺
」（
菅
原
）、「
塩
冶
屋
舗
」（
忠
臣
蔵
）、「
車
引
」

（
菅
原
）、「
鳥
羽
縄
手　

山
崎
」（
忠
臣
蔵
）、「
賀
の
祝
」（
菅
原
）、「
一
力
」

（
忠
臣
蔵
）、「
筑
紫
」（
菅
原
）
の
順
で
あ
る
。
絵
本
番
付
と
役
割
番
付

を
確
認
す
る
限
り
で
は
、「
忠
臣
蔵
」
と
「
菅
原
」
は
、
一
幕
ず
つ
交

互
に
並
べ
ら
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
両
作
の
筋
や
登
場
人
物
が

融
合
し
て
一
つ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
天
保

十
四
年
五
月
河
原
崎
座
の
舞
台
は
、「
菅
原
」
と
「
忠
臣
蔵
」
が
交
互

に
演
じ
ら
れ
、
ま
る
で
二
つ
の
糸
が
綯
い
交
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
を
新
し
い
一
つ
の
作
品
と
は
言
い
難
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い
の
で
、
浦
山
の
定
義
に
よ
る
と
、
忠
臣
蔵
の
世
界
と
菅
原
の
世
界

が
融
合
せ
ず
に
別
々
に
進
行
す
る
天
保
十
四
年
五
月
河
原
崎
座
の
舞

台
は
、
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

浦
山
の
定
義
に
近
い
意
味
の
「
綯
い
交
ぜ
」
の
例
は
、
大
正
二
年

七
月
に
出
版
さ
れ
た
伊
原
敏
郎
の
『
近
世
日
本
演
劇
史
』（
早
稲
田
大

学
出
版
部
）
に
見
え
る
。
同
書
の
南
北
の
説
明
に
、「
彼
れ
（
南
北
…
筆

者
注
）
が
傑
作
と
称
せ
ら
る
ゝ
〈
花
御
所
染
〉
に
鏡
山
と
女
清
玄
を
、

〈
比
翼
稲
妻
〉
に
幡
随
院
長
兵
衛
と
不
破
名
古
屋
と
を
、
綯
ひ
交
ぜ

に
せ
る
は
稍や
や

そ
の
佳か

な
る
も
の
」
と
、『
隅す
み

田だ
が
わ川
花は
な
の

御ご
し
よ所
染ぞ
め

』
が
加

賀
見
山
の
世
界
と
清
玄
桜
姫
の
世
界
を
綯
い
交
ぜ
に
し
、『
浮う
き
よ
づ
か

世
柄

比ひ
よ
く
の翼
稲い
な
ず
ま妻
』（
文
政
六
年
三
月
、
市
村
座
）
が
幡
随
院
長
兵
衛
の
世
界

と
不
破
名
古
屋
の
世
界
を
綯
い
交
ぜ
に
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
二

つ
の
作
品
は
、
一
つ
の
幕
に
二
つ
以
上
の
「
世
界
」
が
交
ぜ
ら
れ
て

い
て
、
伊
原
が
使
う
「
綯
い
交
ぜ
」
の
語
義
は
、
浦
山
の
「
綯
い
交

ぜ
」
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
用
例
は
少
な
い
が
、
明
治
後

期
か
ら
大
正
の
間
に
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
綯
い
交
ぜ
」
の
意
味
は
、

二
つ
の
筋
を
並
べ
る
意
味
に
、
二
つ
の
筋
を
融
合
さ
せ
絡
み
合
わ
せ

る
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
変
わ
っ
た
可
能
性
が
窺
え
る）

1
（

。

一
方
中
村
幸
彦
は
、「
戯
作
表
現
の
特
色
（
三
）」（『
戯
作
論
』
角
川

書
店
、
一
九
六
六
年
）
に
お
い
て
、
戯
作
の
趣
向
の
中
で
も
際
立
つ
形

式
と
し
て
「
見
立
」「
へ
ん
ち
き
論
」「
吹ふ
き
よ
せ寄

」「
地
口
」
と
「
綯
ひ

交
（
訳
文
）」
の
五
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
中
村
は
、「
一
つ
の
形

式
の
中
に
あ
ら
ぬ
も
の
を
種
々
あ
て
は
め
て
、
牽
強
付
会
を
極
め
る

こ
と
」
を
「
吹
寄
」
と
し
、「
二
つ
或
は
数
個
の
長
い
物
語
や
完
成
し

た
作
品
を
、
多
数
の
点
に
お
い
て
吹
寄
せ
た
も
の
を
〈
綯な

ひ
交ま
ぜ

〉
と

称
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
歌
舞
伎
の
側
で
は
、
こ
れ
を

〈
訳ハ
メ
モ
ノ文
〉
と
称
す
る
」
と
付
言
し
て
い
る
。
右
の
中
村
の
説
明
に
よ

る
と
綯
い
交
ぜ
は
戯
作
の
作
劇
法
の
用
語
で
、
歌
舞
伎
の
作
劇
法
を

指
す
時
は
「
訳
文
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
中

村
が
「
訳
文
」
の
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、西
沢
一
鳳
作
『
伝

奇
作
書
』
の
初
編
（
天
保
十
四
年
自
序
）
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

作
者
道
に
訳
文
と
て
古
作
の
狂
言
を
遣
ふ
事
あ
り
、（
中
略
）
心

の
古
き
を
詞
あ
た
ら
し
く
す
る
を
は
め
物
と
い
ふ
、
並
木
正
三

が
三
十
石
の
神
道
源
八
関
口
平
八
は
、
浄
る
り
の
双
蝶
の
ぬ
れ

髪
と
放
駒
に
上
下
を
着
せ
た
る
也
と
語
り
し
と
也
。

一
鳳
は
、
訳
文
を
「
古
き
を
詞
あ
た
ら
し
く
す
る
」
と
言
い
、
そ

の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
「
三
十
石
の
神
道
源
八
関
口
平
八
」、

す
な
わ
ち
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
十
二
月
大
坂
角
の
芝
居
（
座
本

中
山
文
七
）
で
上
演
さ
れ
た
『
三さ
ん
じ
つ
こ
く
よ
ぶ
ね
の
は
じ
ま
り

十
石
艠
始
』
で
あ
る
。
こ
の

作
は
、「
訳
文
の
名
人
」と
評
判
を
得
て
い
た
並
木
正
三）

2
（

の
代
表
作
で
、

源
八
渡
と
平
太
堤
の
由
来
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』、『
双
蝶
々
曲
輪

日
記
』
の
趣
向
が
仕
組
ま
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
『
三
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十
石
艠
始
』
の
口
明
の
、
川
浦
遊
軒
が
花
満
憲
法
の
妻
深
雪
に
横
恋

慕
し
て
、遊
軒
が
思
い
を
遂
げ
ら
れ
な
い
遺
趣
返
し
で
憲
法
を
辱
め
、

憲
法
が
遊
軒
に
対
し
て
刃
傷
沙
汰
に
至
る
件
は
、『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
』
の
三
段
目
の
、
高
師
直
が
塩
冶
判
官
の
妻
顔
世
御
前
に
横
恋
慕

し
、
判
官
を
罵
っ
た
た
め
、
判
官
が
師
直
を
斬
り
つ
け
る
趣
向
を
利

用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
三
十
石
艠
始
』
の
二
段
目
の
、
主
の
縫
之

助
が
恋
仲
の
傾
城
総
角
か
ら
貰
っ
た
起
請
文
を
取
り
返
す
た
め
に
、

源
八
が
平
太
と
の
竹
刀
手
合
わ
せ
で
わ
ざ
と
負
け
る
件
は
、『
双
蝶
々

曲
輪
日
記
』
の
二
段
目
の
、
親
方
筋
の
若
旦
那
与
五
郎
が
恋
仲
の
傾

城
吾
妻
を
身
請
け
す
る
金
を
工
面
す
る
ま
で
長
吉
に
時
間
の
猶
予
を

頼
む
た
め
に
、
濡
髪
長
五
郎
が
長
吉
と
の
角
力
で
わ
ざ
と
負
け
る
件

を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
角
力
取
り
の
長
五
郎
と
長
吉
の

対
決
を
、
二
人
に
裃
を
着
せ
た
武
士
の
神
道
源
八
と
関
口
平
太
の
対

決
に
脚
色
し
た
の
が
『
三
十
石
艠
始
』
で
あ
る
。
一
鳳
は
、
既
存
の

作
品
の
筋
を
脚
色
す
る
こ
と
を「
心
の
古
き
を
詞
あ
た
ら
し
く
す
る
」

と
し
て
、
こ
れ
を
「
訳
文
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
村
が
引
用
で
「（
中
略
）」
と
し
た
と
こ
ろ
は
、「
和
歌
は
、
詞
の

古
き
を
用
ひ
て
心
を
新
し
く
せ
よ
と
定
家
卿
も
教
へ
玉
へ
り
と
聞

り
。
狂
言
は
此
う
ら
う
へ
に
て
」
で
あ
る
。
一
鳳
は
、
藤
原
定
家
の

「
詞
は
古
き
を
慕
ひ
、
心
は
新
し
き
を
求
め
」（『
近
代
秀
歌
』）
と
い

う
考
え
を
借
り
て
、
和
歌
は
古
歌
の
歌
詞
を
使
い
、
新
鮮
な
詩
情
を

求
め
る
が
、歌
舞
伎
は
そ
の
真
逆
の
発
想
で
、古
い
作
品
の
「
心
」
を
、

新
し
い
「
詞
」
で
表
現
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
右
の
中
村
の
引
用

部
分
に
続
く
箇
所
で
、
一
鳳
は
、「
近
来
の
は
め
物
は
、
趣
向
、
仕
組
、

詞
付
、
其
侭
に
て
役
者
の
名
付
ば
か
り
を
改
た
る
は
、
切
継
、
敷
写

し
と
も
い
は
ん
か
。
耻
べ
き
事
の
甚
し
き
と
い
ふ
べ
し
」
と
し
て
、

最
近
の
作
者
は
古
作
の
趣
向
と
仕
組
、
セ
リ
フ
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

て
い
て
、「
ぬ
れ
髪
と
放
駒
に
上
下
を
着
せ
る
」
よ
う
な
新
し
い
工
夫

を
し
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

一
鳳
の
い
う
「
訳
文
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、『
三
十
石
艠
始
』

の
忠
臣
蔵
や
双
蝶
々
の「
趣
向
」の
利
用
を
指
し
て
い
る
こ
と
や
、「
趣

向
、
仕
組
、
詞
付
、
其
侭
に
て
役
者
の
名
付
ば
か
り
を
改
た
る
」
と

い
う
当
時
の
狂
言
作
者
へ
の
批
判
の
仕
方
か
ら
推
察
す
る
と
、
二
つ

以
上
の
「
世
界
」
を
融
合
さ
せ
て
新
し
い
筋
に
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
「
綯
い
交
ぜ
」
と
は
違
い
、
古
い
作
品
の
筋
を
新
し
い
筋
に
取
り

入
れ
る
こ
と
や
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
作
品
を
指
し
て
い

て
、「
書
き
替
え
」に
近
い
作
劇
上
の
用
語
だ
と
思
わ
れ
る）

3
（

。
む
し
ろ
、

浦
山
の
定
義
の
よ
う
に
、
現
在
の
歌
舞
伎
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
「
綯
い
交
ぜ
」
は
、
中
村
が
戯
作
の
用
語
と
し
て
説
明
し
た
「
綯

い
交
ぜ
」
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
中
村
の
説
明
に
も
、
戯
作
の
趣

向
を
意
味
す
る
「
綯
い
交
ぜ
」
の
古
い
用
例
は
見
あ
た
ら
ず
、
戯
作

に
お
け
る
「
綯
い
交
ぜ
」
の
由
来
も
依
然
不
明
で
あ
る
。
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「
綯
い
交
ぜ
」
と
類
似
の
用
語
と
し
て
は
、「
訳
文
」
以
外
に
「
テ

レ
コ
」
が
あ
る
。「
テ
レ
コ
」
は
、「〈
手
入
れ
こ
〉
か
ら
で
、
手
入
れ

は
手
を
加
え
る
こ
と
、こ
は
物
事
を
交
互
に
す
る
意
の
接
尾
語
」（『
最

新　

歌
舞
伎
大
事
典
』、
柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

小
池
章
太
郎
は
、「
テ
レ
コ
」
を
「
脚
本
・
演
出
用
語
。
異
な
る
筋
の

脚
本
を
交
互
に
展
開
上
演
す
る
こ
と
。
三
世
瀬
川
如
皐
の
《
東
山
桜

荘
子
》（
田
舎
源
氏
と
佐
倉
宗
吾
を
交
互
に
演
じ
た
上
演
形
態
）
な
ど
が
そ

の
例
」（『
新
版　

歌
舞
伎
事
典
』
前
掲
書
）
と
し
て
い
る
。
綯
い
交
ぜ

が
作
劇
法
を
指
す
用
語
で
、
テ
レ
コ
は
脚
本
・
演
出
の
用
語
で
あ
る

違
い
は
あ
る
が
、
異
な
る
筋
を
合
わ
せ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

菊
池
明
が
『
東ひ
が
し
や
ま
さ
く
ら

山
桜
荘そ
う
し子
』（
嘉
永
四
年
八
月
、
中
村
座
）
の
台
帳

を
影
印
紹
介
し
た
『
早
稲
田
大
学
蔵　

資
料
影
印
叢
書　

歌
舞
伎
台

帳
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）
の
解
説
に
お
い
て
、「〈
地

蔵
堂
通
夜
物
語
〉
な
ど
に
見
え
る
佐
倉
惣
五
郎
の
伝
説
に
、
柳
亭
種

彦
の
〈
偐
紫
田
舎
源
氏
〉
を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
作
で
」
と
、『
東
山
桜

荘
子
』
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
明

治
時
代
の
作
劇
法
に
お
け
る
「
綯
い
交
ぜ
」
と
い
う
用
語
と
現
在
の

演
出
用
語
と
し
て
の
「
テ
レ
コ
」
と
い
う
用
語
は
同
じ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る）

4
（

。

以
上
の
よ
う
に
綯
い
交
ぜ
と
訳
文
、
テ
レ
コ
と
い
う
三
つ
の
用
語

は
、
既
存
の
作
品
を
複
数
利
用
し
て
、
新
し
い
作
品
を
作
る
と
い
う

共
通
点
が
あ
る
。
そ
の
中
で
現
在
歌
舞
伎
の
作
劇
の
用
語
と
し
て
そ

の
地
位
を
確
立
し
た
「
綯
い
交
ぜ
」
は
、
明
治
以
降
に
使
わ
れ
始
め

た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
確
認
で
き
る
最
初
の
用
例
も
、
複
数
の
作
品

を
絡
み
合
わ
せ
一
つ
に
融
合
す
る
と
い
う
今
の
「
綯
い
交
ぜ
」
の
意

味
と
は
違
い
、
二
つ
の
作
品
を
交
互
に
並
べ
る
だ
け
の
構
成
を
指
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

右
の
説
明
中
の
「
作
品
」
は
、「
世
界
」
と
い
う
用
語
に
置
き
換
え

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
世
界
」
に
つ
い
て

は
、
入
我
亭
我
入
著
『
戯
財
録
』（
享
和
元
年
秋
成
立
）
の
記
述
が
有

名
で
あ
る
。

竪
筋
横
筋
之
事

一　

大
筋
を
立た
つ

る
に
、
世
界
も
仕
ふ
る
し
た
る
ゆ
へ
、
あ
り
来

り
の
世
界
に
て
は
、
狂
言
に
働
き
な
し
。
筋
を
組
て
立
る
故
、

竪
筋
・
横
筋
と
云
。
た
と
へ
ば
、
太
閤
記
の
竪
筋
へ
、
石
川
五

右
衛
門
を
横
筋
に
入い

れ

る
。
ま
た
柏か
し
わ
で手

・
公き
ん
な
り成

・
桜
子
・
桂か
つ
ら
こ子

・

毛
谷
村
六
助
な
ど
、
皆
横
筋
な
り
。
竪
筋
は
世
界
、
横
筋
は
趣

向
に
成
。
竪
は
序
な
り
、
大お
お
ぎ
り切

ま
で
筋
を
合
せ
ど
も
働
な
し
。

横
は
中
程
よ
り
持
出
し
て
も
働
き
と
成
て
狂
言
を
新あ
た

ら
敷
見
せ

る
、
大
事
の
眼
目
な
り
。

『
戯
財
録
』
の
説
明
に
よ
る
と
、
右
に
挙
げ
た
例
で
は
「
世
界
」

が
「
太
閤
記
」
で
あ
っ
て
、「
趣
向
」
が
石
川
五
右
衛
門
や
柏
手
等
の
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人
物
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
太
閤
記
の
竪
筋
へ
、

石
川
五
右
衛
門
を
横
筋
に
入い
れ

る
」「
竪
筋
は
世
界
、横
筋
は
趣
向
に
成
」

と
い
う
文
は
、「
太
閤
記
＝
竪
筋
＝
世
界
」、「
石
川
五
右
衛
門
＝
横
筋

＝
趣
向
」
の
よ
う
に
図
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
お
ざ
っ
ぱ
に

言
う
と
、
時
代
背
景
を
「
世
界
」、
そ
れ
を
背
景
に
し
て
動
き
回
る

人
物
を
「
趣
向
」
と
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

服
部
幸
雄
は
、「
世
界
」
に
お
け
る
「
古
典
の
時
代
背
景
」
に
加
え
、

「〈
世
界
〉
は
、単
に
作
品
の
時
代
背
景
で
あ
る
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、

（
１
）
ご
く
基
本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
、（
２
）
登
場
す
る
人
物
の
役
名
、

（
３
）
そ
れ
ぞ
れ
の
役
の
善
悪
強
弱
な
ど
の
基
本
的
人
格
（
す
な
わ
ち

役
柄
）、（
４
）
人
物
相
互
の
関
係
（
対
立
関
係
・
共
調
・
恋
愛
な
ど
）」（『
世

界
綱
目
』
の
解
説
（『
狂
言
作
者
資
料
集
（
一
）
│
「
世
界
綱
目
」「
芝
居

年
中
行
事
」
│
』
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
・
芸
能
調
査
部
、
一
九
七

四
年
）
で
あ
る
と
ま
と
め
て
い
る
。
服
部
の
ま
と
め
の
（
１
）
基
本

的
ス
ト
ー
リ
ー
を
除
い
た
（
２
）
役
名
、（
３
）
役
柄
、（
４
）
人
物
相

互
の
関
係
は
、
す
べ
て
歌
舞
伎
作
品
の
登
場
人
物
と
深
い
関
係
が
あ

る
。「

世
界
」
に
お
け
る
基
本
的
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
登
場
人
物
相
互
の

関
係
に
よ
り
進
ま
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
一
つ
の
「
世
界
」
に
は
、

関
係
を
持
ち
合
う
た
め
に
、
少
な
く
と
も
二
人
以
上
の
構
成
員
が
必

要
に
な
る
。
言
い
換
え
る
と
「
世
界
」
は
、
登
場
人
物
群
の
構
成
員

の
相
互
関
係
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
る
と
「
綯
い
交
ぜ
」
に
な
っ
た
作
品
は
、
前
太
平
記
・

太
平
記
の
よ
う
な
一
つ
の
「
古
典
の
時
代
」
を
背
景
に
、複
数
の
「
世

界
」
の
人
物
群
相
互
の
関
係
に
よ
り
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
む
こ
と
に
な

る
。顔

見
世
狂
言
は
、
平
安
時
代
の
前
太
平
記
の
世
界
、
初
春
狂
言
は

鎌
倉
時
代
の
曾
我
の
世
界
と
い
う
よ
う
に
、
江
戸
歌
舞
伎
に
お
い
て

は
一
年
の
歌
舞
伎
の
「
世
界
」
が
大
体
決
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

お
家
騒
動
、
敵
討
ち
、
世
話
の
よ
う
に
歌
舞
伎
の
筋
も
定
型
化
し
て

い
た
の
で
、
複
数
の
筋
を
絡
み
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の

決
ま
っ
た
「
世
界
」
の
中
に
複
数
の
「
世
界
」
の
登
場
人
物
を
用
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
は
、
鎌
倉
時

代
を
背
景
に
隅
田
川
の
世
界
と
清
玄
桜
姫
、
加
々
見
山
の
世
界
の
人

物
群
が
登
場
し
て
い
る
。
特
定
の
「
世
界
」
に
固
有
の
時
代
背
景
か

ら
解
放
さ
れ
た
人
物
群
は
、
も
は
や
「
趣
向
」
と
の
区
別
が
な
く
な

り
、「
綯
い
交
ぜ
」
の
定
義
に
お
い
て
「
世
界
」
に
こ
だ
わ
る
必
要
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
実
際
に
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
の
作
者
の
南

北
も
、
別
々
の
「
世
界
」
と
「
世
界
」
を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
と
い

う
意
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

前
述
し
た
と
お
り
歌
舞
伎
用
語
と
し
て
の
「
綯
い
交
ぜ
」
は
、
明

治
以
後
の
用
語
で
あ
り
、
し
か
も
当
初
は
二
つ
の
「
世
界
」
が
絡
み
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合
っ
て
一
つ
に
融
合
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
研
究
が
進
む
に
連
れ
、「
綯
い
交
ぜ
」
の
意
味
が

限
定
さ
れ
、
複
数
の
「
世
界
」
が
「
一
つ
の
筋
に
絡
み
合
う
」
と
い

う
意
味
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
歌
舞
伎
の
研
究
に
お
い

て
は
自
然
な
成
り
行
き
で
は
あ
っ
た
が
、
現
在
の
「
綯
い
交
ぜ
」
に

つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
歌
舞
伎
作
品
を
説

明
す
る
こ
と
に
は
、
充
分
な
注
意
を
要
す
る
。

二　
『
彩
入
御
伽
艸
』
か
ら
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
へ

『
彩い
ろ
え
い
り
お
と
ぎ
ぞ
う
し

入
御
伽
艸
』（
文
化
五
年
六
月
、
河
原
崎
座
）
は
、
南
北
の
立

作
者
の
地
位
が
安
定
し
た
時
期
の
早
い
頃
の
「
綯
い
交
ぜ
」
の
作
品

で
あ
り
、『
隅す
み
だ
が
わ
は
な
の
ご
し
ょ
ぞ
め

田
川
花
御
所
染
』（
文
化
十
一
年
三
月
、
市
村
座
）
は
、
綯

い
交
ぜ
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い

作
品
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
共
に
複
数
の
「
世
界
」
を
利

用
し
た
「
綯
い
交
ぜ
」
の
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
「
世
界
」
の
利
用

の
仕
方
に
は
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

文
化
五
年
一
月
南
北
が
立
作
者
に
据
わ
っ
た
河
原
崎
座
は
、
吉
例

の
曾
我
狂
言
以
降
『
伊だ

て達
競く
ら
べ

御お
く
に国
戯か
ぶ
き場
』（
三
月
）、『
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
』（
五
月
）、『
本ほ
ん
ち
よ
う
に
じ
ゆ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝
』（
五
月
）
の
よ
う
に
、
歌
舞
伎
や

人
形
浄
瑠
璃
の
旧
作
に
基
づ
い
た
作
品
を
舞
台
に
上
げ
続
け
た
。
六

月
に
な
っ
て
南
北
は
、
い
よ
い
よ
新
作
の
『
彩
入
御
伽
艸
』
を
上
演

す
る
。
こ
の
作
品
は
、郡
司
正
勝
が『
鶴
屋
南
北
全
集　

第
一
巻
』（
三

一
書
房
、
一
九
七
一
年
）
の
解
説
で
「
一
番
目
は
天
竺
徳
兵
衛
に
、
木

幡
小
平
次
と
播
州
皿
屋
舗
を
二
日
替
り
に
交
互
に
綯
い
交
ぜ
に
し
、

二
番
目
に
、
お
妻
八
郎
兵
衛
を
出
し
た
。
一
番
目
と
二
番
目
と
は
ま

っ
た
く
連
絡
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
日
は
天
竺
徳
兵

衛
と
木
幡
小
平
次
の
世
界
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
作
品
を
、
そ
の
翌

日
は
天
竺
徳
兵
衛
と
播
州
皿
屋
舗
の
世
界
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
作

品
を
一
番
目
に
二
日
替
わ
り
で
上
演
し
、
二
番
目
は
一
番
目
と
は
独

立
し
た
内
容
の
お
妻
八
郎
兵
衛
の
世
界
の
作
品
を
上
演
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
南
北
の
二
日
替
わ
り
の
構
想
は
、
初
日
か
ら
そ
の
よ

う
な
上
演
形
態
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
日
本

大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
絵
本
番
付
（nih015-024

）
の

表
紙
に
朱
筆
で
「
こ
の
狂
言
大
入
大
当
り
。
松
助
病
身
に
て
小
平
次

と
お
塚
栄
三
郎
代
ル
。
弥
陀
次
郎
代
り
才
三
郎
。
七
月
五
日
よ
り
堺マ
マ

川
と
皿
屋
敷
の
二
幕
出
し
、
松
助
早
替
り
。
七
月
廿
日
千
秋
楽
」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
播
州
皿
屋
舗
の
件
が
追
加

さ
れ
た
の
は
、『
彩
入
御
伽
艸
』
の
幕
が
開
い
て
一
ヶ
月
あ
ま
り
が
過

ぎ
た
七
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
さ
え
同
月
二
十
日

に
は
千
秋
楽
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
現
存
の
絵
本
番
付
に
は
、
界

川
と
皿
屋
敷
が
載
っ
て
お
ら
ず
、
発
端
・
三
建
目
・
三
建
目
切
は
、

天
竺
徳
兵
衛
で
、
初
日
四
建
目
と
五
建
目
は
小
平
次
、
そ
し
て
六
建
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目
・
大
詰
は
再
び
天
竺
徳
兵
衛
に
戻
り
、そ
の
後
二
番
目
に
移
っ
た
。

す
な
わ
ち
七
月
五
日
か
ら
追
加
さ
れ
た
と
さ
れ
る
皿
屋
敷
の
場
を
欠

い
て
い
る
。『
鶴
屋
南
北
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
国
立
国
会
図

書
館
蔵
の
台
本
は
、
天
竺
徳
兵
衛
の
部
分
が
欠
け
て
い
て
、
小
平
次

の
冊
の
表
紙
に
は
場
割
の
指
定
は
な
く
場
割
名
の
み
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
続
く
皿
屋
敷
の
冊
に
は
、
四
建
目
・
五
建
目
と
場
割
の

指
定
と
場
割
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
鶴
屋
南
北
全
集
』
が
小
平
次

の
部
分
に
三
建
目
と
場
割
を
付
け
て
い
る
の
は
校
訂
者
（
落
合
清
彦
）

の
判
断
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
初
日
四
建

目
・
初
日
五
建
目
で
あ
る
。
次
に
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
の
場
割
と
現

存
す
る
絵
本
番
付
の
場
割
、「
世
界
」
を
ま
と
め
た
。

『
南
北
全
集
』の
場
割　
　

絵
本
番
付
の
場
割　

世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
端　
　
　
　
　
　

天
竺
徳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
建
目　
　
　
　
　

天
竺
徳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
建
目
切　
　
　
　

天
竺
徳
兵
衛

第
一
番
目　

山
城
の
国　

初
日
四
建
目　
　
　

木
幡
小
平
次

　
　
　
　

蛍
ヶ
沼
の
場

第
一
番
目
（
三
建
目
） 

初
日
五
建
目 

木
幡
小
平
次

　
　

小
幡
の
里
世
話
場　

欠 

（
播
州
皿
屋
敷
）

　

第
一
番
目　

四
建
目　

　
　
　

界
川
辻
堂
の
場

　

第
一
番
目　

五
建
目　

欠 

（
播
州
皿
屋
敷
）

　
　

播
州
皿
屋
敷
の
場

 

六
建
目 

天
竺
徳
兵
衛

 

大
詰 

天
竺
徳
兵
衛

第
二
番
目　

序
幕 

第
二
番
目
序
幕 

お
妻
八
郎
兵
衛

　
　
　

両
国
鰻
屋
の
場

第
二
番
目　

中
幕 

中
幕 

お
妻
八
郎
兵
衛

　
　

浅
草
復
井
町
の
場

第
二
番
目　

 

大
切 

右
に
記
し
た
「
世
界
」
は
、
絵
本
番
付
と
台
帳
で
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
日
の
興
行
で
「
世
界
」
は
、
天
竺
徳
兵
衛
↓
木
幡
小
平

次
↓
天
竺
徳
兵
衛
↓
お
妻
八
郎
御
兵
衛
の
よ
う
に
替
わ
り
、
各
筋
は

他
の
筋
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
台
帳
の
残
っ
て
い
な
い
天
竺
徳
兵
衛

の
筋
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
も
、
木
幡
小
平
次
が
妻
の
お
と
わ
と
お

と
わ
の
情
夫
多
九
郎
に
殺
さ
れ
そ
の
復
讐
を
す
る
一
部
始
終
の
筋

が
、
他
の
筋
が
入
り
込
む
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
播
州
皿
屋
敷
の

筋
も
同
様
で
、
幸
崎
が
浅
山
鉄
山
に
殺
さ
れ
て
、
鉄
山
を
滅
亡
に
導

く
筋
が
後
日
四
建
目
と
五
建
目
で
続
い
て
い
る
。
複
数
の
「
世
界
」

が
互
い
に
干
渉
し
合
う
こ
と
な
く
入
り
組
ん
で
い
る
構
成）

5
（

は
、
翌
年

四
月
の
『
霊れ
い

験げ
ん

曾そ

我が
の

籬
か
み
が
き

』（
文
化
六
年
四
月
、
市
村
座
）
の
世
界
構

成
と
類
似
し
て
い
る
。
右
の
『
彩
入
御
伽
艸
』
の
ま
と
め
に
倣
っ
て
、
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場
割
と
「
世
界
」
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

場
割 

 

世
界

序
幕　
　

五
社
明
神
の
場 

亀
山
＋
比
翼
塚

二
幕
目　

本
庄
屋
敷
の
場　

石
井
屋
敷
の
場　

亀
山

　
　
　
　

小
天
龍
辻
堂
の
場

三
幕
目　

鈴
ヶ
森
の
場 

 

比
翼
塚

 
 

（
幡
随
院
長
兵
衛
）

四
幕
目　

浄
瑠
璃
の
場　

対
面
の
場 

曾
我

五
幕
目　

厚
原
曾
我
両
社
の
場 

嫁
切
り

六
幕
目　

阿
倍
川
中
嶋
村
の
場 

嫁
切
り

七
幕
目　

吉
原
仲
之
町
井
筒
屋
の
場 

比
翼
塚

　
　
　
　

返
し
、
大
音
寺
前
の
場 

八
幕
目　

山
谷
堀
船
宿
の
場　

船
中
の
場 
亀
山

九
幕
目　

花
川
戸
長
兵
衛
内
の
場 

比
翼
塚

 

（
幡
随
院
長
兵
衛
）

大
切　
　

敵
討
の
場 

 

亀
山

『
霊
験
曾
我
籬
』
も
、『
彩
入
御
伽
艸
』
の
世
界
構
成
と
同
様
、
亀

山
と
比
翼
塚
、
曾
我
の
世
界
と
嫁
切
り
の
筋
が
平
行
し
て
進
ん
で
い

る
。
三
浦
広
子
は
、「
鶴
屋
南
北
に
お
け
る
脚
本
構
成
法
ー
綯
交
」（『
国

語
国
文
研
究
』
第
三
十
七
号
）
に
お
い
て
、
桜
田
治
助
の
『
傾け
い

城せ
い

吾あ

嬬づ
ま

鑑か
が
み

』（
天
明
八
年
四
月
、
中
村
座
）
と
鶴
屋
南
北
の
『
霊
験
曾
我
籬
』

を
比
較
し
、
南
北
の
「
綯
い
交
ぜ
」
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。治

助
の
方
に
は
、
二
つ
の
筋
が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
、
一
つ

の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
妙
味
に
、
綯
交
の
趣
向
をマ
マ

み
と
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
南
北
は
、
敢
て
、
治
助
の
ね
ら
っ
た
、
混
合

体
の
趣
向
の
た
て
方
を
使
わ
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
彼
は
、
同

じ
次
元
で
展
開
さ
れ
る
筋
の
、
そ
の
分
裂
性
の
方
に
綯
交
の
効

果
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
一
本
立

興
行
と
い
う
制
約
の
下
で
、
作
者
達
が
綯
交
を
企
て
た
と
同
じ

動
機
、
つ
ま
り
、
一
つ
の
作
品
の
中
に
、
二
つ
の
違
っ
た
筋
を

み
せ
る
た
め
に
綯
交
は
使
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

三
浦
は
、
治
助
が
複
数
の
筋
を
絡
み
合
わ
せ
混
合
体
の
一
つ
の
世

界
に
す
る
綯
い
交
ぜ
を
駆
使
し
た
こ
と
と
は
違
い
、
南
北
は
複
数
の

筋
を
平
行
に
進
行
さ
せ
、
複
数
の
世
界
の
ま
ま
に
分
裂
さ
せ
る
綯
い

交
ぜ
を
使
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

立
作
者
に
な
っ
た
桜
田
治
助
が
『
傾
城
吾
嬬
鑑
』
を
舞
台
に
上
げ
た

天
明
八
年
に
は
す
で
に
ベ
テ
ラ
ン
作
者
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
文

化
五
年
に
よ
う
や
く
立
作
者
と
し
て
地
位
が
安
定
し
た
南
北
が
『
霊

験
曾
我
籬
』を
上
演
し
た
の
は
翌
文
化
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

未
だ
立
作
者
と
し
て
は
駆
け
出
し
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
経

験
の
差
が
『
傾
城
吾
嬬
鑑
』
と
『
霊
験
曾
我
籬
』
の
綯
い
交
ぜ
の
構
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成
法
の
相
違
を
生
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
南
北
も
、
立
作
者
と

し
て
経
験
を
重
ね
て
行
く
に
つ
れ
、
治
助
と
同
様
の
「
綯
い
交
ぜ
」

の
構
成
法
を
身
に
つ
け
る
に
至
る
。
三
浦
も
右
の
論
文
で
、

『
杜か
き
つ
ば
た
い
ろ
も
え
ど
ぞ
め

若
艶
色
紫
』（
文
化
十
二
年
五
月
、
河
原
崎
座
）
と
『
曾
我
中
村

穐
取
込
』（
文
政
九
年
八
月
、
中
村
座
）
は
、
治
助
と
同
様
に
複
数
の

筋
が
全
く
一
体
化
し
た
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
お

り
、
南
北
も
立
作
者
と
し
て
多
く
の
作
品
書
く
中
に
混
合
体
と
し
て

の
「
綯
い
交
ぜ
」
の
技
法
を
我
が
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。

治
助
も
南
北
も
、綯
い
交
ぜ
の
作
劇
法
を
用
い
た
理
由
の
一
つ
は
、

「
一
つ
の
作
品
の
中
に
、
二
つ
の
違
っ
た
筋
を
み
せ
る
た
め
に
」
そ

れ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
三
浦
の
見
解
に
異
論
は
な

い
。
正
月
狂
言
の
「
世
界
」
が
、
曾
我
で
固
定
さ
れ
た
享
保
以
降
の

江
戸
歌
舞
伎
に
お
い
て
、
狂
言
作
者
は
劇
に
変
化
を
つ
け
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
た
。『
霊
験
曾
我
籬
』
の
綯
い
交
ぜ
も

そ
の
よ
う
な
努
力
の
一
環
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
『
彩
入

御
伽
艸
』
が
、
天
竺
徳
兵
衛
と
木
幡
小
平
次
、
天
竺
徳
兵
衛
と
皿
屋

敷
の
二
日
替
わ
り
と
い
う
複
雑
な
構
成
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
理
由

も
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
天
竺
徳
兵
衛
の
筋
に
変
化

を
つ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
彩
入
御
伽
艸
』
の
成
功
以
降
南
北
は
、
綯
い
交
ぜ
を
繰
り
返
し

て
試
み
る
。
し
か
し
、そ
れ
ら
の
作
品
も
、『
彩
入
御
伽
艸
』
と
同
様
、

複
数
の
筋
を
並
べ
立
て
た
形
で
あ
り
、
治
助
の
よ
う
な
複
数
の
筋
が

渾
然
一
体
と
な
っ
た
綯
い
交
ぜ
で
は
な
か
っ
た
。
文
化
六
年
六
月
に

上
演
さ
れ
た
『
阿
国
御
前
化
粧
鏡
』（
森
田
座
）
も
不
破
名
古
屋
と
天

竺
徳
兵
衛
、
累
の
筋
が
そ
れ
ぞ
れ
平
行
し
て
い
て
、『
彩
入
御
伽
艸
』

や
『
霊
験
曾
我
籬
』
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
文
化
十
年
正
月
の

『
例し
き
せ
も
の
そ
が
の
だ
て
ぞ
め

服
曾
我
伊
達
染
』
は
、
吉
例
の
曾
我
の
世
界
に
、
伊
達
騒
動
と

累
の
筋
を
仕
組
ん
だ
作
品
で
あ
り
、
曾
我
世
界
の
虎
が
石
や
化
粧
坂

の
少
将
と
傾
城
の
高
尾
が
一
緒
に
登
場
し
た
り
し
て
い
る
が
、
治
助

の
『
傾
城
吾
嬬
鑑
』
に
見
え
る
世
界
間
の
緊
密
さ
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
南
北
が
複
数
の
「
世
界
」
を
融
合
さ
せ
た
作
品
を
作
る
の
は
、

文
化
十
一
年
の
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
隅
田
川
花
御
所
染
』（
文
化
十
一
年
三
月
、
市
村
座
）
に
は
、
隅
田

川
や
清
玄
桜
姫
の
世
界
の
人
物
と
、
加
賀
見
山
世
界
の
人
物
が
、
互

い
に
関
係
を
持
ち
合
い
動
き
回
っ
て
い
る
。『
鶴
屋
南
北
全
集　

第

五
巻
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
初
演
時
の
場
割
と
、
筋
と
登
場
人
物

を
基
準
に
「
世
界
」
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

場
割 

　
　
　
　
　
　

世
界

第
一
番
目
三
建
目）

6
（

　
　

相
州
鎌
倉
六
本
杉
の
場　
　
　
　

隅
田
川

　
　

新
清
水
花
見
の
場 

清
玄
桜
姫
＋
加
賀
見
山

第
一
番
目
四
建
目　

入
間
舘
の
場　
　

清
玄
桜
姫
＋
加
賀
見
山
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第
一
番
目
五
建
目　

辻
番
屋
の
場　
　

隅
田
川
＋
加
賀
見
山

　
　
　
　
　

入
間
舘
尾
上
部
屋
の
場　

加
賀
見
山

　
　
　
　
　

入
間
舘
奥
庭
の
場　
　
　

加
賀
見
山

第
二
番
目
序
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　

隅
田
川

　
　
　
　
　

隅
田
川
梅
若
塚
の
場

第
二
番
目
中
幕　

妙
亀
奄
の
場　
　
　

隅
田
川

第
二
番
目
大
切　

浄
瑠
璃　
　
　
　
　

隅
田
川
＋
道
成
寺

一
番
目
の
三
建
目
の
清
玄
桜
姫
の
筋
は
、
隅
田
川
の
世
界
が

『
姿す
が
た
み観
隅
田
川
』（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
二
月
五
日
、市
村
座
）
以
来
、

清
玄
桜
姫
の
世
界
と
混
合
し
て
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

隅
田
川
の
筋
と
分
け
て
考
え
る
必
要
が
な
く
な
る）

7
（

。落
合
清
彦
が『
隅

田
川
花
御
所
染
』
の
「
世
界
」
に
つ
い
て
、「
中
心
世
界
は
隅
田
川
の

世
界
で
、そ
こ
へ
清
玄
桜
姫
と
加
賀
見
山
を
な
い
ま
ぜ
た
と
い
え
る
」

（『
鶴
屋
南
北
全
集　

第
五
巻
』
解
説
）
と
し
て
い
る
が
、
よ
り
端
的
に

言
え
ば
、
隅
田
川
の
時
代
背
景
に
加
賀
見
山
の
筋
を
取
り
入
れ
、
一

番
目
に
据
え
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

あ
く
ま
で
も
右
の
世
界
区
分
は
、
各
場
に
お
い
て
筋
の
中
心
に
な

る
「
世
界
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る）

8
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、『
彩
入
御

伽
艸
』
と
『
霊
験
曾
我
籬
』
に
お
け
る
一
つ
の
場
は
、
主
に
一
つ
の

「
世
界
」
で
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、『
隅
田
川
花
御
所
染
』
に
お
け
る

一
つ
の
場
は
、
複
数
の
「
世
界
」
の
要
素
が
並
べ
ら
れ
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。第
一
番
目
三
建
目
の「
新
清
水
花
見
の
場
」を
、

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
「
場
面
」
に
細
か
く
分
け
、
あ
ら
す
じ
と
内
容

の
中
心
に
な
る
「
世
界
」
に
従
っ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

清
水
寺
花
見
の
場
面 

 

花
子
前
と
桜
姫
の
姉
妹
が
局
岩

藤
、
中
老
尾
上
を
連
れ
て
花
見
に

出
る
。 

「
加
賀
見
山
」

竹
刀
手
合
わ
せ
の
場
面 

 

花
子
前
が
許
婚
松
王
丸
の
形
見
の

都
鳥
の
一
巻
を
尾
上
に
預
け
る
。

岩
藤
は
、
そ
れ
を
恨
み
、
尾
上
に

竹
刀
手
合
わ
せ
を
仕
掛
け
る
。
町

人
出
身
の
尾
上
が
試
合
を
受
け
か

ね
て
い
る
と
、
尾
上
の
部
屋
遣
い

お
初
が
代
わ
り
に
岩
藤
と
竹
刀
手

合
わ
せ
を
す
る
。 

「
加
賀
見
山
」

花
子
前
の
剃
髪
の
場
面 

 

花
子
前
が
、
許
嫁
松
王
丸
の
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
に
懊

悩
し
、
出
家
し
清
玄
尼
に
な
る
。

桜
姫
が
許
婚
の
頼
国
（
実
は
松
王

丸
）
と
契
る
。 

「
清
玄
桜
姫
」

清
玄
尼
の
夢
の
場
面 

 

清
玄
尼
が
読
経
を
し
て
い
る
所
に

松
王
丸
が
来
て
情
を
交
わ
す
。
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「
清
玄
桜
姫
」

清
水
寺
観
音
堂
の
場
面 

 

清
水
寺
の
舞
台
か
ら
清
玄
尼
が
身

を
投
げ
る
。 

「
清
玄
桜
姫
」

清
水
寺
の
麓
の
場
面 

 

清
玄
尼
が
桜
姫
と
頼
国
（
実
は
松

王
丸
）
の
契
り
の
血
酒
を
代
わ
り

に
飲
ん
で
破
戒
す
る
。
入
間
家
の

忠
臣
と
謀
反
人
の
、
お
家
の
重
宝

を
め
ぐ
る
立
ち
廻
り
に
な
る
。

 

「
清
玄
桜
姫
」

右
の
よ
う
に
一
つ
の
「
場
」
は
、
各
世
界
の
短
い
「
場
面
」
を
並

べ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
清
水
寺
花
見
の
場
面
」は
、

姫
君
の
出
家
へ
の
決
心
と
、
姫
を
慰
め
る
た
め
の
花
見
と
い
う
設
定

で
、『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
の
花
見
の
場
面
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
清
玄
尼
が
清
水
寺
の
舞
台
か
ら
願
を
掛
け
て
飛
び
降
り
る
「
清

水
寺
観
音
堂
の
場
面
」
は
、『
花は
な
け
い
ず
み
や
こ
か
が
み

系
図
都
鑑
』（
宝
暦
十
二
年
三
月
、
京

都
蛭
子
屋
座
）
等
の
清
玄
桜
姫
の
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
場
面
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
花
見
を
し
た
り
、
清
水
寺
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

た
り
す
る
場
面
を
並
べ
る
だ
け
で
は
、
観
客
が
加
々
見
山
と
清
玄
桜

姫
の
世
界
を
思
い
出
す
の
は
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
局

岩
藤
と
中
老
尾
上
が
花
見
を
し
、
清
玄
尼
が
清
水
寺
の
舞
台
か
ら
飛

び
降
り
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
観
客
は
加
賀
見
山
と
清
玄
桜
姫

の
同
場
面
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ご
く
簡
単
な
ス

ト
ー
リ
ー
に
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
関
係
の
あ
る
人
物
群
が
登
場
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
清
水
寺
花
見
の
場
面
」
と
「
清
水
寺
観
音
堂
の
場

面
」
は
、
よ
う
や
く
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
「
世
界
」
と
言
え
る
よ

う
に
な
る
。こ
の
よ
う
に
分
解
さ
れ
て
最
小
限
に
な
っ
た「
世
界
」は
、

一
つ
の
「
場
面
」
と
し
て
最
小
限
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
完
結
す
る
の
で
、

「
場
」
の
中
に
複
数
の
「
世
界
」
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も

互
い
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
干
渉
し
合
う
恐
れ
が
な
く
な
る
。

複
数
の
「
場
面
」
は
、「
清
水
寺
花
見
の
場
面
」
か
ら
「
清
水
寺
の

麓
の
場
面
」
ま
で
変
わ
り
、「
世
界
」
も
加
賀
見
山
か
ら
清
玄
桜
姫
へ

と
移
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
場
」
は
、「
新
清
水
花
見
の
場
」
で
変
わ

り
は
な
く）

9
（

、
観
客
の
目
に
は
内
容
的
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
の
で
あ
ろ
う
。

文
化
初
期
の
南
北
は
、
未
だ
立
作
者
の
経
験
が
少
な
く
全
体
的
な

筋
を
有
機
的
に
作
り
上
げ
る
こ
と
は
苦
手
で
は
あ
っ
た
が
、
観
客
の

目
を
驚
か
す
機
知
に
富
む
趣
向
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
す
で
に
一
定

の
評
価
を
得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
南
北
の
名
を
世
に
知
ら
せ
た
見

習
い
作
者
時
代
の
鯨
の
ダ
ン
マ
リ
の
逸
話
と
『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
』

の
成
功
は
、「
趣
向
」
と
「
趣
向
」
の
仕
組
み
に
長
じ
て
い
た
南
北
の

特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
。『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
』
の
成
功
後
、
立
作

者
の
地
位
を
確
立
す
る
前
の
文
化
初
期
の
南
北
は
、「
趣
向
」
本
位
の
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作
劇
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
「
趣
向
」
を
並
べ
る
作
劇
法
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
の
「
趣
向
」
が
全
体
の
筋
に
絡
ま
な
い
場
合

が
多
か
っ
た）
10
（

。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
立
作
者
に

な
っ
て
間
も
な
い
頃
の
南
北
は
、
例
え
ば
『
彩
入
御
伽
艸
』
に
窺
え

る
よ
う
に
、
天
竺
徳
兵
衛
と
木
幡
小
平
次
と
皿
屋
敷
の
筋
を
、
一
つ

以
上
の
「
場
」
に
割
り
当
て
る
こ
と
で
、
個
々
の
筋
の
一
貫
性
を
保

と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
一
番
目
初
日
四
建
目
の
「
山
城

の
国
蛍
ヶ
沼
の
場
」
と
第
一
番
目
初
日
五
建
目
の
「
小
幡
の
里
世
話

場
」
は
、
木
幡
小
平
次
の
筋
が
中
心
に
な
っ
て
い
て
、
天
竺
徳
兵
衛

や
皿
屋
敷
の
筋
の
内
容
と
は
独
立
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
天
竺

徳
兵
衛
・
木
幡
小
平
次
・
皿
屋
敷
の
筋
が
『
彩
入
御
伽
艸
』
と
い
う

大
名
題
で
上
演
さ
れ
た
の
は
、
南
北
と
尾
上
松
助
・
栄
三
郎
が
得
意

と
し
て
い
た
天
竺
徳
兵
衛
と
幽
霊
（
小
平
次
と
幸
崎
）
の
早
変
わ
り

の
趣
向
を
同
時
に
見
せ
る
た
め
だ
っ
た
の
が
一
つ
の
理
由
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
南
北
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
趣
向
」
を
個
々
の
筋
に
膨
ら

ま
せ
て
、
そ
の
複
数
の
筋
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
趣
向
」
が
全

体
の
筋
に
絡
ま
な
い
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
た
だ
し
そ
の
解
決
法
に
よ
り
、「
趣
向
」
が
全
体
の
筋
に
調
和
し

な
い
問
題
は
解
決
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
が
一
つ
に
融

合
し
な
い
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。

そ
こ
で
南
北
は
、
右
の
方
法
を
発
展
さ
せ
、『
隅
田
川
花
御
所
染
』

の
よ
う
に
、
複
数
の
「
世
界
」
の
単
位
を
細
か
く
し
た
「
場
面
」
を

利
用
す
る
に
至
る
。
複
数
の
「
世
界
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
場
面
」
を

同
じ
「
場
」
に
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
「
世
界
」
の
筋
が
ま

る
で
一
つ
の
筋
に
融
合
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る）
11
（

。

お
わ
り
に

歌
舞
伎
の
作
劇
法
を
説
明
す
る
時
よ
く
使
わ
れ
る
「
綯
い
交
ぜ
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
、
南
北
の
「
綯
い
交
ぜ
」
と

呼
ば
れ
る
作
品
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
研
究
史
に
お
い
て
は

「
綯
い
交
ぜ
」
は
、
複
数
の
筋
を
交
互
に
並
べ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

複
数
の
「
世
界
」
を
融
合
さ
せ
、
一
つ
の
「
世
界
」
を
形
作
る
と
い

う
意
味
へ
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
を
実
際
に
作
る

側
で
あ
る
作
者
、
特
に
南
北
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
「
綯

い
交
ぜ
」
の
作
品
を
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
観
客
層
が
熟
知
し
て

い
る
筋
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
作
者
の
新
作
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、

観
客
が
新
し
い
作
品
を
理
解
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
南
北
は
、
既
存
の
作
品
で
あ
る
「
世
界
」
を
そ
の
ま
ま
利

用
す
る
よ
り
は
、「
世
界
」
を
、
短
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
完
結
す
る
「
場

面
」
と
い
う
単
位
に
分
解
し
、
筋
を
仕
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
場
面
」
は
、「
趣
向
」
に
似
て
い
る
が
、
人
物
相
互
の
関
係
に
よ

り
そ
の「
場
面
」の
中
で
完
結
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
こ
と
で「
趣
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向
」
と
区
別
さ
れ
る
。
南
北
は
、
立
作
者
の
地
位
を
確
立
す
る
以
前

は
、「
趣
向
」
を
好
ん
で
使
い
、
立
作
者
の
地
位
を
確
立
し
て
間
も
な

い
時
期
に
は
、
複
数
の
「
世
界
」
の
筋
を
そ
れ
ぞ
れ
さ
ほ
ど
細
か
く

分
解
は
せ
ず
に
交
互
に
仕
組
み
、
立
作
者
の
経
験
を
積
み
重
ね
た
後

の
時
期
に
は
、
既
存
の
「
世
界
」
を
細
分
化
し
た
「
場
面
」
を
並
べ

直
す
こ
と
で
、
と
も
か
く
も
筋
を
一
貫
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
南
北
は
、新
し
い
筋
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
重
圧
や
、

発
端
か
ら
大
切
ま
で
筋
を
通
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
重
圧
か

ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
注
】

（
1
）
南
北
研
究
に
限
っ
て
言
う
と
、伊
原
敏
郎
の
『
近
世
日
本
演
劇
史
』（
早

稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
一
三
年
）
以
降
、綯
い
交
ぜ
と
い
う
言
葉
は
、

定
着
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。『
近
世
日
本
演
劇
史
』
が
出
版
さ
れ
て

十
四
年
後
の
昭
和
二
年
七
月
の『
早
稲
田
文
学
』（
二
百
五
十
八
号
）は
、

『
南
北
と
黙
阿
弥
』と
い
う
特
集
号
を
出
し
た
。
そ
こ
で
畑
耕
一
は
、「
彼

の
立
て
た
趣
向
と
工
夫
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど
か
ら
み
合
つ
て
ゐ

る
の
で
あ
つ
た
。
一
例
を
彼
の
〈
独
道
中
五
十
三
駅
〉（
文
政
十
年
七

十
三
歳
の
作
）
に
と
れ
ば
、
こ
れ
は
実
に
〈
染
分
手
綱
〉
と
〈
桂
川
〉

と
〈
白
石
噺
〉
と
〈
亀
山
染
〉
と
〈
比
翼
塚
〉
と
〈
膝
栗
毛
〉
の
世

界
を
綯
ひ
交
ぜ
に
し
た
も
の
で
、
今
日
、
性
格
の
情
調
の
気
分
の
と
、

や
か
ま
し
く
評
議
の
行
は
れ
る
戯
曲
論
に
あ
つ
て
は
、
支
離
滅
裂
の

荒
唐
無
稽
と
や
つ
つ
け
ら
れ
る
代
物
で
は
あ
ら
う
が
、
一
場
面
毎
に
、

在
来
に
は
な
か
つ
た
と
い
ふ
新
趣
向
新
工
夫
を
人
物
と
舞
台
の
上
に

出
し
て
、
こ
れ
が
六
月
河
原
崎
座
で
上
演
さ
れ
た
時
に
は
江
戸
中
の

大
評
判
記
録
破
り
の
大
入
を
占
め
た
と
い
ふ
」（「
四
谷
怪
談
作
者
と

し
て
の
南
北
」）
と
し
て
、「
綯
い
交
ぜ
」
を
南
北
作
の
大
き
い
特
徴
と

し
て
い
る
。

（
2
）
山
本
二
朗
述
、
並
木
正
三
項
『
演
劇
百
科
大
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九

六
〇
〜
一
九
六
二
年
）

（
3
）
守
随
憲
治
は
、『
歌
舞
伎
劇
戯
曲
構
造
の
研
究
』（
北
陸
館
、
一
九
四
七
）

に
お
い
て
、「
訳
文
と
は
他
の
演
劇
形
態
に
お
け
る
脚
色
又
は
演
出
と

ほ
と
ん
ど
同
様
に
歌
舞
伎
劇
に
お
い
て
再
演
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の

脚
色
な
り
演
出
な
り
を
呼
ぶ
こ
と
が
原
則
で
あ
る
」
と
し
て
、
訳
文

と
は
、
主
に
能
や
操
り
浄
瑠
璃
の
一
つ
の
場
が
新
し
い
狂
言
に
そ
の

ま
ま
移
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。

（
4
）
早
稲
田
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
本
作
の
辻
番
付
に
は
、
朱
筆
で
「
佐
倉

宗
五
郎
一
件
を
は
め
し
狂
言
珍
敷
」
と
あ
り
、
一
つ
の
筋
を
他
の
筋

に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
、「
訳
文
」
の
「
は
め
る
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
る
。
朱
筆
が
書
か
れ
た
時
代
（
天
保
〜
慶
応
頃
）
に
は
、「
テ

レ
コ
」
と
「
訳
文
」
と
い
う
用
語
の
使
い
分
け
も
不
分
明
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
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（
5
）
一
応
、
二
つ
の
筋
は
、
弥
陀
次
郎
時
綱
（
初
日
四
建
目
）
と
幸
崎
（
後

日
四
建
目
）、
お
と
わ
（
初
日
四
建
目
）
と
浅
山
鉄
山
（
後
日
四
建
目
）

が
姉
弟
・
兄
妹
の
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
木
幡
小
平
次
（
初
日

四
建
目
）
と
皿
屋
敷
（
後
日
四
建
目
）
の
怪
談
は
、
筋
が
そ
れ
ぞ
れ

完
結
し
て
い
る
。

（
6
）
第
一
番
目
三
建
目
の
「
相
州
鎌
倉
六
本
杉
の
場
」
は
、
絵
本
番
付
に

は
二
建
目
発
端
に
な
っ
て
い
る
短
い
幕
で
あ
る
。

（
7
）桜
姫
物
と
隅
田
川
物
の
関
係
に
関
し
て
は
、落
合
清
彦「〈
清
玄
桜
姫
物
〉

と
〈
隅
田
川
物
〉
と
の
関
係
試
論
―
江
戸
か
ぶ
き
に
お
け
る
変
容
の

軌
跡
」（『
演
劇
学
』
第
二
十
五
号
）
に
詳
し
い
。

（
8
）
例
え
ば
第
一
番
目
の
「
新
清
水
花
見
の
場
」
は
、「
清
玄
桜
姫
」
の
世

界
と
し
た
が
、
隅
田
川
世
界
の
人
物
猿
島
惣
太
や
松
若
丸
が
登
場
し

た
り
、
鏡
山
世
界
の
尾
上
と
岩
藤
が
出
て
き
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
筋
が
運
ば
れ
る
の
で
、「
清
玄
桜
姫
」
の
世
界
だ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
許
婚
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
出
家
を
し
よ
う
と
し
た

花
子
前
が
、
正
体
を
隠
し
て
現
れ
た
許
嫁
を
見
て
堕
落
す
る
と
い
う
、

清
玄
桜
姫
を
利
用
し
た
筋
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
舞
台
は
、
新
清
水
寺
の
境
内
か
ら
観
音
堂
の
中
、
夢
の
場
面
、
観
音
堂
、

新
清
水
寺
の
麓
の
よ
う
に
回
り
舞
台
と
せ
り
上
げ
を
利
用
し
て
変
わ

っ
て
い
る
が
、
全
て
新
清
水
寺
の
境
内
で
あ
り
「
場
」
は
「
新
清
水

花
見
の
場
」
で
変
わ
り
は
な
い
。

（
10
）
拙
稿
「
文
化
初
期
の
鶴
屋
南
北
」（『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
第
八

号
（
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
）
に
詳
し
い
。

（
11
）
南
北
が
「
場
面
」
と
「
場
面
」
を
、
人
物
相
互
の
関
係
と
共
通
す
る

小
道
具
で
繋
げ
る
こ
と
は
、『
彩
入
御
伽
艸
』
の
筋
と
筋
の
関
係
が
そ

う
で
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
の
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
が
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
に
特
定
人
物
を

共
通
に
働
か
せ
て
、「
場
面
」
と
「
場
面
」
を
一
層
有
機
的
に
繋
げ
て

い
る
南
北
は
、「
場
面
」
と
「
場
面
」
を
対
に
し
た
り
、二
つ
の
「
世
界
」

の
人
物
を
「
実
は
」
で
合
体
さ
せ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
場
面
」
に
使
っ
た

り
し
て
、「
場
面
」
と
「
場
面
」
を
繋
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。


